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◇ 学年   第３学年  

◇ 単元名 長年読み継がれてきた作品の魅力を探ろう 「故郷」 

◇ 単元の目標 長年読み継がれてきた文学作品について，書かれた背景，場面や登場人物の設定の仕方な

どを捉えたり，様々な年代の人の感想に触れたりすることで，作品全体への理解を深め，作

品の批評文を書くことができる。 

◇ 単元の計画 （全 10時間） 

学習活動 時数 指導上の留意事項 

 
 
○「故郷」が教科書教材として何十年にも渡って読み継がれてき
た作品であることを踏まえて通読し，作品の魅力がどこにあるの
か考え，それを明らかにしたいという課題意識を持つ。 

・「故郷」をはじめとするいくつかの作品が，複数の出版社の教科
書に長年掲載され続けていることを知る。 

・「故郷」の魅力について推測するとともに，それを探る方法につ
いて話し合い，様々な視点で作品を読む，様々な年代の人の感
想を聞く，既存の「故郷」の批評文を読む等の方法を考える。 

・話し合ったことを基に，学習計画を立てる。 
 
 
○長年読み継がれた「故郷」の魅力を探るという目的意識を
持ち，例えば，次のような視点で作品を読む。 

・作品が書かれた背景，あらすじ，場面や登場人物の設定を
おさえるとともに，場面の展開に即して登場人物の関係が
どのように変化していったのかを人物相関図にまとめる
ことで，「私」と「閏土」の人間関係の変化をとらえ，そ
こから考えられる作品の魅力についてまとめる。 

・情景描写等の優れた叙述の視点から読み，そこから考えら
れる作品の魅力についてまとめる。 

・作者の生き方やその当時の社会状況を踏まえ，作品に表れ
ているものの見方や考え方について話し合い，そこから考
えられる作品の魅力についてまとめる。 

 
 
○様々な年代の人の「故郷」の感想や，これまでの「故郷」
の批評文や作者である魯迅の伝記等から，作品の評価に
関する情報を収集し，自分が気付かなかった作品の魅力
について整理・分析する。 

 
 
○「故郷」の魅力についての自分の考えをまとめた批評文を書く。 
 
 
○互いの批評文を交流する。 
 
 
○他の作品に読み広げる。 
・「故郷」で学習した読みの視点を参考にしながら，その他の長年
読み継がれている作品を読む。 

・その他の長年読み継がれている作品の批評文を書き，交流する。 
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○毎時間，読む目的と視点を確認
させるとともに，授業の終わり
には，本時で見付けた「故郷」
の魅力という内容でまとめを
書かせる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
○批評文を読む際には，批評す
る際に用いられている語彙に
ついても着目させる。 

○引用等のルールを再確認させ
る。 

 

国語科の事例 

【考え・基礎知識】 
場面の展開や人間関係の変化，

作品に表れているものの見方，考

え方等に着目して作品を読み，長

く読み継がれている理由について

自分の考えを持つ。 

【つながり】 
友達の考えや，「故郷」について

語られた既存の批評文も併せて読

み，「故郷」の作品の魅力を批評文

としてまとめる。 

【応用・ひろがり】 
その他の長年読み継がれている

作品を選んで読み，その理由を批

評文としてまとめる。 

課題の設定（１） 

新たな課題や家庭学習につ

ながるような具体的な発問

を例示 

情報の収集①（４） 

まとめ・創造・表現①（１） 

★名作と呼ばれる，長年にわたって読み

継がれている作品は多くある。その一

つを選び，「故郷」での学習を生かして，

作品の魅力を探りながら読み，批評文

にまとめさせることで生徒の読みを広

げさせたい。 

★複数の教科書に共通して掲載されてい
る作品を紹介する際には，掲載が始ま

った年度から現在に至るまでの状況を
年表等にまとめたものを生徒に提示す
ることで，生徒の興味・関心を高めさ

せるといった工夫が効果的である。 

中学校 

情報の収集②，整理・分析（１） 
（１） 

★「故郷」は中学校生活の後半に登場す
る文学作品である。小学校も含め，こ
れまでの文学的な文章の学習を振り返

らせ，どのような読み方をして作品を
読み深めてきたのかを出し合わせ，作
品の魅力を探る読みの視点の検討に生

かす。 

★同学年の考える作品の魅力だけでな

く，様々な年代の人が感じる作品の魅
力に触れることで，生徒の考えは深ま
る。家庭学習の機会を活用し，協働し

て，様々な年代の人の感想を収集する
などの工夫も考えられる。 

まとめ・創造・表現②（２） 

振り返り（１） 


